
　鹿沼みらいビジョンの実現に向けて、今後５か年の間に特に力を入れて進める「“みらい”へ
の重点プログラム」と、鹿沼みらいビジョンに掲げた６つのまちづくりのテーマを施策展開の柱
とした「５か年の施策展開」を定めました。
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「５か年の施策展開」を含む、
総合計画の全文は、市ホー
ムページに掲載しますので、
ぜひご覧ください。

 鹿沼２０３０プラン（基本計画）

５か年の施策展開の戦略ワード「鹿沼＋（プラス）」

　「鹿沼みらいビジョン」では、これまでに引き続き「協働・共創」、そして新たに「Made　in　鹿沼」
をまちづくりのキーワードとしました。
　「鹿沼2030プラン」では、さらに施策展開の戦略ワードとして「鹿沼＋(プラｽ)」をプラｽし、鹿
沼の魅力のアピールや関係人口の増加に結びつく事業を、市民の皆さんや企業の皆さんと展開し
ていきます。

“ みらい ”への重点プログラム８＋１
～みんなが住みたいライフタウンを目指して～

　市民の皆さんはもちろん、市外、県外、国内外の人たちも住みたい、住み続けたいと思えるま
ちをつくるため、次のプログラムを重点的に推進します。
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まちづくりのテーマ

   鹿沼みらいビジョン（基本構想）

みんなが　こどもたちを健やかに育て
　一人ひとりを尊重して暮らす「 心豊かなまち 」

みんなが　心も体も健康で
　互いに支え合い思いやりをもって暮らす「 健やかなまち 」

みんなが　魅力と実力を認識し
　交流を広げながら楽しく暮らす「 誇れるまち 」

みんなが　情報を共有し
　必要な行政サービスを受けながら便利に暮らす「 開かれたまち 」

みんなが　きれいな環境と安全安心な地域のなかで
　助け合いながら暮らす「 快適なまち 」

みんなが　生きがいをもって働き
　賑わいを創出し　豊かに暮らす「 活力あるまち 」
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度
を
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度
と
す
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第
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計
画
」を
策
定
し
ま
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。

　
総
合
計
画
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
対

話
し
、ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
と
も
に
創
り
上

げ
た
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。

おおむね10年後を展望し、鹿沼のみらい像とその実現に向
けたまちづくりのテーマを明らかにします。計画の構成

みらいビジョンを実現するために2030年（令和12年） ま
での5年間に推進すべきテーマ毎の施策を定め、５か年の
重点事業等をプランとして示します。

2030プランに定めた施策を着実に推進するための年度ご
との予算を伴った具体的な事業とその取組内容を掲げます。
社会の動きや市民ニーズの変化に的確に対応するため、必
要に応じてプランに示した施策の変更や新たな事業の位置
付けも行います。

鹿沼
みらいビジョン
（基本構想）

鹿沼２０３０プラン
（基本計画）

実施計画

かぬま未来ミーティングやエコノミーティングな
ど、各種ミーティングを実施し、７０４人の参加があ
りました。

多くの皆さんに協力していただきました

計画策定にあたり、

　市民の皆さんと行政が、それぞれ持てる
力を出し合い、ともに手を携え、鹿沼の“み
らい”を創ります。

協働・共創

　鹿沼の文化や産業の歴史と伝統を大切
に守りながら、新たな個性も加え、多くの新
しい“鹿沼産”、“鹿沼発”の魅力を生み出し、

「Made in 鹿沼」として発信します。

Made in  鹿沼

“ みらい ” に向かって
まちづくりのキーワード

目指す“みらい”の鹿沼
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力を出し合い、ともに手を携え、鹿沼の“み
らい”を創ります。

協働・共創

　鹿沼の文化や産業の歴史と伝統を大切
に守りながら、新たな個性も加え、多くの新
しい“鹿沼産”、“鹿沼発”の魅力を生み出し、

「Made in 鹿沼」として発信します。

Made in  鹿沼

“ みらい ” に向かって
まちづくりのキーワード

目指す“みらい”の鹿沼
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